
調査要項 
遺 跡 名 八反遺跡 ( 県番号№ 723）

所 在 地 山形県東根市大字長瀞字八反

時代・種別 中世：集落跡

起因事業 東北中央道（東根 ~尾花沢間）

調査依頼者 国土交通省山形河川国道事務所

調査機関 公益財団法人山形県埋蔵文化財センター

現地調査 平成 25 年 5 月 22 日から 11 月 1日まで

調査面積 3,800㎡

調査担当者 主任調査研究員　 高桑登（現場責任者）

 調査研究員　 　長谷部寛　尾形知哉

調査成果（10 月 5日現在）

　検出遺構  集石遺構　土坑　柱穴　溝　古銭埋納遺構

　出土遺物   中世陶磁器　石製品　金属製品　古銭

八
はったん

反遺跡第 3次発掘調査説明資料
公益財団法人山形県埋蔵文化財センター　平成 25 年 10 月 5日

1　調査の概要

　八反遺跡は最上川右岸の自然堤防上に位置
しています。現在は果樹園や畑が広がり、周
辺の水田より一段高くなっています。遺跡の
周辺には、最上川の旧河道の痕跡が低地や水
田として残されており、一帯が最上川の氾濫
原だったことがわかります。
　八反遺跡は長い期間存続した遺跡で、時代
ごとに層をなして遺構や遺物が見つかりま
す。これまでの調査で、第１面は中世後期の
墓地、第 2面は古墳時代～中世前期の集落、
第3面は縄文時代の集落であることがわかっ
ています。
　第 1 次調査では A 区 1 面、第 2 次調査で
は A区 2・3 面、B 区 1 面、第 3次調査でＢ
区 2面、C区 1・2 面の調査を実施しました。

２　見つかった遺構と遺物

　昨年度の調査では、A区 2面の南半部に古
墳時代から平安時代の竪穴建物、北半部に中
世前期の溝や柱穴群が分布することが確認さ
れていました。今年度の調査で溝や柱穴群
が、北側のＢ区２面まで分布している
ことが確認できました。遺跡の立地す
る自然堤防上で、川に近く周囲より小
高い場所に、古墳時代から平安時代の
集落が展開し、中世前期になると、北
側のやや低い土地に集落が移動してい
ることがわかってきました。
　溝は南北及び東西に何条も掘られて
おり、溝の内側に柱穴や井戸が集中し
ています。集落の区画や排水のために
掘られたものと考えられます。
　B 区の中央部では南北約 10 ｍ、東
西約 20 ｍの範囲を囲む不定形の溝が
見つかりました。この溝の内側には整
地の痕跡が認められ、中世陶器を一括

廃棄した土坑（写真 4）や牡丹文の古
こ

瀬
せ

戸
と

壺（写真 7）などが見つかっています。集落
の中でも特殊な空間であった可能性がありま
す。この北側からは、約 10,000 枚の古銭が
入った曲物が出土しました（写真 2・3）。
　溝や土坑、井戸からは、中国産の陶磁器や
古
こ

瀬
せ

戸
と

、珠
す

洲
ず

、在地産の瓷
し

器
き

系
けい

陶
とう

器
き

など 13
～ 14 世紀を中心とした中世の遺物が出土し
ています（写真 7）。壺

つぼ

、甕
かめ

、擂
すり

鉢
ばち

といった
生活用具の他、茶

ちゃ

入
いれ

や合
ごう

子
す

、硯
すずり

など、一般の
集落からはあまり出土しない特殊な遺物が多
いことが特徴です。

3　まとめ

　八反遺跡の北半部には、溝に区画された中
世前半の集落が展開していることがわかって
きました。不定形の溝に囲まれた施設や、一
括出土銭、特殊な遺物の存在などから、宗教
的な性格の強い集落であった可能性がありま
す。集落の全面を洪水によると考えられる礫
層が覆っていることから、この集落は洪水に
よって廃絶し、その後、この一帯は葬送の場
へとその性格を変えたと考えられます。

図 1　遺跡位置図（1/50,000）

図 2　調査区概要図（1/2,000） 写真 1　B区 2面全景（北から） 写真 2　一括出土銭
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一括出土銭について

　古銭は直径 30cm、高さ 15cm の曲物に納
められ、曲物より一回り大きな穴に埋められ
ていました。穴の上半部は地山とよく似た土
が堆積しています。周囲には柱穴が密集して
いますが、建物等があったかは現在のところ
不明です。
　曲物は折

お

敷
しき

で蓋をされていたため、当時の
銭の流通、保管の単位であった緡

さし

の状態が極
めてよく保存されていました。緡は約 100
枚の銭を藁

わら

紐
ひも

等でまとめたものです。最上部
に見えている範囲で 16 本の緡銭が確認でき
ます。曲物の高さから、約 10,000 枚の銭が
入っていると推定されます。
　銭の種類は未確認ですが、ほとんどが中国
銭と考えられます。年代は周辺の遺構や遺物
から鎌倉～室町時代と考えられます。
　今後銭を取り上げ、詳細な年代や埋納方法
等の調査を行う予定です。　
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写真 3　一括出土銭出土状況
戦国時代の物価比較（奈良・京都）＊は地方

（小野正敏 1997『戦国城下町の考古学』講談社 写真 7　出土した遺物

写真 4　土坑の底面付近
から、壺、甕、擂鉢の破
片がまとまって出土しま
した。

写真 5　左写真の土坑から出土した遺物の一
部です。越前、珠洲、在地産の瓷器系陶器な
どが出土しています。

写真 6　溝のコーナー部分から五
ご

輪
りん

塔
とう

の火
か

輪
りん

が出土しました。
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※図中の赤丸数字は写真番号と対応しています。遺構の場所、遺物の出土地点を示しています。


